
宇
部
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
社
協
）
の
結
婚

相
談
事
業
で
、
登
録
時

に
「
前
住
所
・
転
居
理

由
」
「
障
害
の
有
無
」

「
既
往
歴
」
な
ど
を
書

か
せ
て
い
た
問
題
に
つ

い
て
、
第
２
回
確
認
会

を
６
月
17
日
に
宇
部
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

で
お
こ
な
っ
た
。

宇
部
市
社
協
か
ら
は

中
野
事
務
局
長
を
は
じ

め
担
当
課
長
、
宇
部
市

の
担
当
課
な
ど
が
出
席

し
、
山
口
県
連
と
地
元

宇
部
支
部
と
事
実
確
認

を
お
こ
な
っ
た
。

97
年
に
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
が
結
婚
相
談

事
業
を
実
施
す
る
社
協

に
対
し
て
通
達
を
出
し
、

「
相
談
カ
ー
ド
等
に
本

籍
欄
・
宗
教
欄
・
親
の

職
業
欄
等
の
基
本
的
人

権
に
関
わ
る
項
目
は
削

除
す
る
こ
と
」
「
他
の

記
入
項
目
に
つ
い
て
も
、

見
直
す
べ
き
点
が
な
い

か
点
検
し
改
善
す
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
相
談
カ
ー

ド
は
「
氏
名
・
生
年
月

日
・
住
所
・
職
業
・
趣

味
・
自
己
Ｐ
Ｒ
」
と
雛

形
ま
で
示
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
宇
部
市
社

協
は
本
籍
・
宗
教
・
親

の
職
業
欄
だ
け
削
除
し
、

雛
形
は
参
考
に
せ
ず

「
前
住
所
・
転
居
理
由
」

「
障
害
の
有
無
」
や

「
既
往
歴
」
「
離
婚
理

由
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
使
用
し
て
い
た
。

ま
た
県
社
協
、
県
・

宇
部
市
も
国
か
ら
97
年

以
降
、
指
導
改
善
す
る

よ
う
に
要
請
さ
れ
て
い

た
。
現
時
点
で
は
書
類

も
な
く
、
当
時
の
担
当

者
も
「
記
憶
に
な
い
」

状
況
。
指
導
を
し
て
い

た
と
し
て
も
、
こ
の
書

類
の
ま
ま
許
可
し
て
き

た
の
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
申
込
書
を
10
年

間
だ
れ
も
見
抜
け
な
か
っ

た
原
因
と
し
て
、
宇
部

市
社
協
は
「
担
当
者
・

相
談
員
任
せ
で
詳
し
い

業
務
内
容
は
知
ら
な
か
っ

た
」
「
自
分
た
ち
は
人

権
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
お
り
『
分
か
っ
て
い

る
』
と
い
う
『
自
負
』

が
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
宇
部
市
社
協

で
は
、
職
員
の
人
権
研

修
は
実
施
し
て
い
な
い
。

県
社
協
で
も
階
層
別

や
ス
キ
ル
研
修
な
ど
年

間
約
50
近
く
の
研
修
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

人
権
研
修
は
一
つ
も
実

施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

度
重
な
る
結
婚
差
別

の
現
実
か
ら
、
改
善
指

導
が
お
こ
な
わ
れ
た
の

に
、
そ
の
趣
旨
が
理
解

さ
れ
な
い
ま
ま
、
単
な

る
「
書
式
改
訂
」
と
い

う
認
識
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
指
摘
し
た
。

ま
た
、
こ
の
10
年
間

で
６
０
０
人
近
く
の
人

が
登
録
を
し
て
き
た
の

に
「
既
往
歴
」
や
「
障

害
の
有
無
」
「
前
住
所
・

転
居
理
由
」
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
市
民
の
誰

か
ら
も
指
摘
が
な
か
っ

た
。
市
民
の
人
権
意
識

も
問
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
宇
部
市
、
県

社
協
、
宇
部
市
社
協
、

と
し
て
人
権
・
同
和
問

題
の
解
決
に
向
け
て
ど

う
取
り
組
む
の
か
協
議

を
す
す
め
る
。

第
33
回
部
落
解
放
・

人
権
西
日
本
夏
期
講
座

が
７
月
16
、
17
日
、
佐

賀
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
４
０
０
０
人
が
参

加
し
た
。

今
年
の
佐
賀
大
会
に

は
山
口
県
内
か
ら
も
同

盟
員
を
は
じ
め
、
行
政

や
共
闘
団
体
な
ど
多
数

が
参
加
し
、
来
年
の
山

口
大
会
の
成
功
に
向
け

て
決
意
を
固
め
た
。

夏
期
講
座
で
は
部
落

解
放
運
動
を
め
ぐ
る
厳

し
い
情
勢
の
な
か
「
悪

質
な
差
別
事
件
と
人
権

侵
害
救
済
法
」
に
つ
い

て
討
議
し
、
部
落
差
別

の
現
実
、
人
権
侵
害
の

実
態
を
踏
ま
え
、
人
権

侵
害
救
済
法
の
必
要
性

に
つ
い
て
共
通
認
識
を

深
め
た
。

全
体
講
演
で
は
①
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
人
権

（
北
沢
洋
子
）
、
②
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
悪
質
な
差
別
事
件

と
人
権
侵
害
救
済
法
」

（
内
田
博
文
、
浦
本
誉

至
史
、
組
坂
幸
喜
、
中

村
清
二
）
、
③
人
権
教

育
の
ひ
ろ
が
り
（
松
下

一
世
）
、
④
な
ぜ
、
人

権
・
同
和
行
政
が
必
要

な
の
か
（
友
永
健
三
）
、

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
お
こ
な
わ
れ
た
。

来
年
は
山
口
市
で
７

月
９
（
木
）
～
10
（
金
）

に
開
催
す
る
予
定
。

（２） 第２７号 （毎月１回） 解放新聞山口県版 ２００８年７月２８日

平
等
実
現
へ
の
行
動

１
８
７
１
年
の
「
解
放
令
」
に
よ
っ

て
、
制
度
的
な
差
別
は
な
く
な
っ
た

が
、
根
強
い
差
別
意
識
の
も
と
、
実

際
の
生
活
で
は
慣
習
的
な
差
別
が
続

き
ま
し
た
。

被
差
別
部
落
の
人
々
は
、
教
育
・

納
税
・
兵
役
な
ど
が
課
せ
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
・
居
住
の
権

利
な
ど
が
十
分
に
保
障
さ
れ
ず
、
以

前
よ
り
も
経
済
的
に
、
よ
り
困
難
な

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
差
別
さ
れ
る
苦
し
み

が
増
し
て
い
く
な
か
で
、
被
差
別
部

落
の
人
々
は
、
差
別
に
負
け
る
こ
と

な
く
、
全
国
水
平
社
結
成
へ
と
た
く

ま
し
く
、
し
た
た
か
に
生
き
抜
い
て

き
ま
し
た
。

日
本
の
歴
史
上
、
唯
一
の
人
権
宣

言
と
い
わ
れ
る
水
平
社
宣
言
を
は
じ

め
と
す
る
水
平
社
運
動
は
、
全
人
類

の
平
等
を
め
ざ
し
て
出
発
し
、
日
本

の
近
代
社
会
に
民
主
主
義
の
意
味
を

具
体
的
に
提
起
し
た
と
い
え
ま
す
。

資
料
を
効
果
的
に
提
示
し
、
水
平

社
運
動
に
よ
せ
る
当
時
の
人
々
の
姿

や
思
い
を
ぜ
ひ
考
え
さ
せ
た
い
も
の

で
す
。

１
９
２
３
年
山
口
県
水
平
社
創
立
、

１
９
２
４
年
宇
部
水
平
社
創
立
等
、

身
近
な
山
口
県
で
、
被
差
別
部
落
の

人
々
が
、
自
ら
団
結
し
て
差
別
を
な

く
そ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宇部市社協の結婚相談の申込書・相談カードの差別性を議論

新
政
府
に
よ
る
政
治

農
民
や
町
人
か
ら
も
差
別
さ
れ
た
人
々
も
、
平
民
と
な
り
ま
し
た
（
「
解
放
令
」
）
。

し
か
し
、
政
府
の
差
別
を
な
く
す
積
極
的
な
政
策
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結

婚
や
就
職
な
ど
で
の
差
別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
「
解
放
令
」

を
き
っ
か
け
に
、
み
ず
か
ら
解
放
を
求
め
る
動
き
が
各
地
で
お
こ
り
ま
し
た
。

山
田
孝
野
次
郎
の
う
っ
た
え

四
民
平
等
が
と
な
え
ら
れ
な
が
ら
、
日
常
生
活
で
差
別
さ
れ
い
た
人
々
も
、

「
み
ず
か
ら
の
力
で
差
別
を
な
く
す
」
運
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

１
９
２
２
年
３
月
、
京
都
市
で
全
国
水
平
社
の
創
立
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
「
み
ん
な
で
団
結
し
よ
う
。
人
間
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か

ら
を
解
放
す
る
運
動
を
進
め
よ
う
。
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
り
あ
れ
。
」

と
い
う
意
味
の
宣
言
文
が
、
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
出
席
し
た
山
田
孝
野
次
郎
は
、
「
大
人
も
子
ど
も
も
、
い
っ
せ
い

に
立
ち
上
が
っ
て
、
こ
の
悲
し
み
の
原
因
を
う
ち
破
り
、
光
か
が
や
く
新
し
い
世

の
中
に
し
よ
う
。
」
と
、
力
強
く
よ
び
か
け
て
、
参
加
者
に
希
望
と
勇
気
を
あ
た

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
差
別
を
な
く
す
運
動
が
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

『
小
学
社
会

６
年
上
』
（
大
阪
書
籍
）
よ
り

「閉鎖的・固定的人間関係で子どもたちは多くのストレスを抱えて

生きている。だからこそ人権教育が必要だ」と訴える松下一世さん

「山口水平社」創立大会のビラ

「山口県水平社」発行の新聞


